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○田中河川レンジャー（下半期）活動報告 

1.平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 

1.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

①木津川は日本でも有数の砂河川であるが、上流域のダム、治山事業や下流の河川改修、砂採取の

影響で砂の量が減っている。かつては木津川でも川砂取りが行われていた。 

②そのため現在では木津川は深刻な「河床低下」状態になっている。澪筋の固定化、高水敷の樹林

化、ワンドやタマリの減少など、かつての木津川の原風景が失われつつある。 

③河床低下にともない生物相も木津川本来のものより変化してきている。 

④木津川は広大な河川敷のわりにアプローチが容易ではなく、地域住民のとっても案外存在の遠い

川である。 

以上の課題認識から、 

木津川の豊かな河川環境を守るためには木津川の河床低下問題の解消が必須と考え、砂河川再生

のために地域住民が木津川に親しむ機会を作り、問題意識を高め、砂河川再生への提案をおこなう

ことを活動目的とする。 

 

Step1 木津川の河川環境の豊かさと、河床低下問題を知らせる 

Step2 砂河川再生の必要性への問題意識を高める 

Step3 木津川沿川住民と一緒に、砂河川再生のため総合土砂管理の在り方を行政に提案する 

 

「木津川は、水といっしょに、砂も流れる川」 
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●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次） 

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA 

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

①川の自然観察会「バッタのオリンピック」

「野鳥観察会」 

・木津川の河川環境の豊かさを体感し砂河川

だからこそ生息できる生物がいることを知ら

せる。 

②川の構造物見学会 

・川の構造物を通して木津川の特長と課題を

知らせる。近鉄鉄橋と河床低下、樋門工事と

砂堤防断面見学、高山ダム見学など、河床低

下の現場や治水施設を見学し、人間が川と共

生できる将来像を考える。 

＊以上の活動を通してコアな常連参加者をブ

レーンとすることを活動成果とします。 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

①木津川川ガキ団水辺活動と近畿「子どもの水辺」

交流会発表 

・参加親子と共に木津川の地形調査と生き物調査、

地域住民から河床低下の実感を取材し住民の望む

木津川像を明らかにし、木津川の特長と課題を考

える。これらの成果を交流会で発表し、地域住民

にもフィードバックする。 

②上流域との交流 

・木津川上流下流で川を大切にする気持ちと問題

意識を共有するため、相互交流・意見交換の場を

設ける。木津川上流河川レンジャーと共同で活動

をおこなう。「木津川は一本！」 

＊砂河川再生に向けた機運作りと合意形成を活動

成果とします。 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

①砂河川再生ワーキンググループの活動を開始 

・木津川水辺調査を継続し、モニタリング結果を

積み上げる。 

・木津川上流との相互交流・意見交換を継続。 

・河床低下に関する意見交換会を実施する。 

②淀川流域総合土砂管理ワーキンググループへの

提言 

淀川河川事務所・淀川流域総合土砂管理ワーキン

ググループに対して、沿川住民の意見を河川行政

に発信するための取りまとめを進める。 

＊淀川流域総合土砂管理ワーキンググループへの

提言を活動成果とします。 
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平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 実施時期 

（１）防災・救援・救

難の推進を図る活

動 

地域で考えよう！防災 平成 27 年 10 月 4 日 

親子水辺の安全講習会 出前講座 

小学校連携でライフジャケット着用体験

指導 

平成 27 年 7 月 13 日 

（２）河川の環境保全

を図る活動 

川の自然観察会 

「野鳥観察会」 

 

 

「木津川バッタのオリンピック」 

平成 27 年 4 月 25 日 

平成 27 年 11 月 23 日 

平成 28 年 2 月 27 日 

 

平成 27 年 9 月 23 日 

木津川クリーンアップ 平成 27 年 5 月 30 日 

木津川川ガキ団水辺活動 ～生き物調

査、地形調査、 

地域住民への河床低下ヒアリング、安全

指導、発表制作～ 

平成 27 年 4 月 25 日 

平成 27 年 5 月 6 日 

平成 27 年 5 月 23 日 

平成 27 年 6 月 13 日 

平成 27 年 6 月 21 日 

平成 27 年 7 月 5 日 

平成 27 年 7 月 20 日 

平成 27 年 8 月 1 日 

平成 27 年 9 月 19 日 

平成 27 年 10 月 11 日 

平成 27 年 11 月 1 日 

（６）河川に関わる歴

史・文化の普及・啓発

活動 

川の構造物見学会 調整の結果、未実施 

木津川展 
平成 28 年 2 月 27 日～29 日 

平成 28 年 3 月 4 日～6 日 

木津川マラソン河川レンジャー展 平成 28 年 2 月 7 日 

近畿「子どもの水辺」交流会への発表参

加 
平成 28 年 1 月 23 日 

（７）河川行政と地

域・住民・住民団体と

のコーディネートを図

る活動 

上流域との交流 平成 27 年 7 月 26 日 

木津川沿川活動団体交流会 平成 28 年 1 月 31 日 

親子花見乗船体験 木津川展 平成 27 年 4 月 5 日 

 

※網掛は連携活動 
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2．川の自然観察会              ・平成 27 年 11 月 23 日(月･祝) 
2.1 実施状況 

活 動 名 秋の野鳥観察会 

活動分野 自然観察 

氏  名 田中 実知世（木津川出張所管内河川レンジャー）  

連携等 － 

活動日時 平成 27 年 11 月 23 日(月・祝) 9:00～12:00 

実施場所 木津川出張所管内流域センター、木津川右岸河川敷（開橋上流域） 

 
参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 １６名  

参加者 １４名 大人  ８名､子ども ６名 

講師 1 名 植田光弘 氏（自然体験活動協議会 インストラクター） 

スタッフ １名 田子レンジャーアドバイザー 

連携団体関係者 名  

府県・市職員 名  

淀川河川事務所 名  

河川レンジャー運営事務局 名  

スケジュ

ール 

9:00 開始 

・挨拶、活動趣旨･内容説明、注意事項、講師紹介（田中河川レンジャー） 

・野鳥観察時のポイント、留意点説明（植田講師） 

9：30 観察開始（流域センター出発） 

・河川敷へ移動しながら発見した野鳥を随時観察 

 11：00 観察終了（流域センター帰着） 

・休憩 

 11:30 鳥合わせ 

・観察種のふりかえり、まとめ（田中河川レンジャー） 

・標本を用いながら観察種と「ものさし鳥」解説（植田講師） 

 12:00 終了 

配付資料 ・「秋の野鳥観察会」しおり 

・野鳥観察リスト（過去実施の観察結果と今回の観察チェックリスト） 

・活動実施アンケート 

関係機関からの支援内容 【やましろ里山の会】 

・観察器具貸与（フィールドスコープ）、 

【淀川河川事務所】 

・講師派遣、資料印刷 

木津川出張所管内 

流域センター 

観察範囲： 

木津川右岸河川敷（開橋上流域） 
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河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

プログラム作成、講師依頼・打合せ、 

関係機関への支援依頼・調整（観察器具貸与） 

広報、現地下見、資料・アンケート作成と印刷依頼 

当 日 
天候状況確認と実施判断、配付資料準備、観察器具準備、 

当日の運営(司会、参加者誘導、安全管理)、後片付け 

事 後 参加者名簿の整理、アンケートまとめ、活動内容まとめ 

参加者からの意見 

｢知識の豊富な方が多く有意義でした｣ 

｢生態系についてその一部を知ることができました。ありがとうございました｣ 

「多くの生き物を季節ごとに見られる木津川であり続けてほしい」 

「おもしろかった」 

 

 

2.2 活動状況 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 
 

  

 
観察状況 

移動しながら、発見した野鳥を随時観察 
 

観察状況 

田子 RA によるガガイモ種子観察 

   

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 砂の上の野鳥の足跡を観察  
観察後、流域センターで観察結果とまとめ 

野鳥の生態解説 
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3.近畿子どもの水辺交流会 奈良大会 発表     ・平成 28 年 1 月 23 日(土) 
3.1 実施状況 

活 動 名 第 9回近畿「子どもの水辺」交流会 

活動分野 啓発その他、自然観察 

氏  名 田中 実知世(木津川出張所管内河川レンジャー) 

連携等 近畿「子どもの水辺」交流会実行委員会 

活動日時 平成 27 年 1 月 23 日(土)10：00～15：30 

実施場所 奈良県文化会館：奈良市登大路町 6-2 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 419 名 発表団体 284 名(発表者 157・引率＆応援 127)、協力団体

34 名、大会スタッフ 72 名、一般参加者 25 名、4 名報道 

 参加者 3 名 子ども 3 名 

 講師 －  

 スタッフ 6 名 長谷川氏 2名、野瀬氏 2名、菊池氏、田中氏 

 連携団体関係者 2 名 木津川上流河川レンジャー西氏、廣岡氏 

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:00 開始、開会式 

10:50 現地体験交流会、奈良公園観察会 

11:20 吉城(よしき)川確認、春日大社飛火野の大とんど、クスノキ、ムクロジ確認 

 12:55 各室グループ別発表会、川ガキ団発表 

 14:35 ステージでの全体交流会、グループ別討議と大会メッセージ 

 15:30 閉会あいさつ、終了、解散 

配付資料 
大会プログラム、参加団体呼びかけ、スタッフ用プログラムとマップ(レジュメ：

実行委員会作成) 

関係機関からの 

支援内容 

淀川河川事務所：発表内容である木津川川ガキ団の水辺調査に際し、ライフジャ

ケット貸与・木津川センター会議室使用許可・印刷・制作物品材料提供・河川敷

の通路確保等への協力。木津川漁業協同組合：昔の漁具見学 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
木津川川ガキ団活動について発表制作（原稿、ポスター、プレゼンボード、まち

網ミニチュアモデル制作） 

当 日 
現地集合。会場での引率。 

発表の事後指導。現地解散。 

事 後 
報告書作成。 

今後の活動について協議。 

参加者からの意見 

参加者保護者からは、 

「3人の発表であったがそれぞれのまとめ方がうまくできたので良く伝わ

り、まち網ミニチュアによる追い込み漁の実演など楽しい工夫のある発表

だった。」との感想をいただけた。 

参加した子どもたちからは、 

「緊張した」「質問や感想をもらえてうれしかった」 

「他の参加団体の活動でおもしろそうなものがあった。自分たちもやって

みたい」などの感想があった。 
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3.2 活動状況 

  

奈良公園観察会（発表グループごと） 

・吉城(よしき)川確認 
奈良公園観察会（発表グループごと） 

 

  

グループ別パネル発表 全体交流会閉会式 
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4．川の自然観察会                 ・平成 28 年 2 月 27 日(土) 
4.1 実施状況 

活 動 名 冬の野鳥観察会 

活動分野 自然観察 

氏  名 田中 実知世（木津川出張所管内河川レンジャー） 

連携等 － 

活動日時 平成 28 年 2 月 27 日(土) 9:00～12:00 

実施場所 木津川出張所管内流域センター、木津川右岸河川敷（開橋上流域） 

 
 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 15 名  

参加者 15 名 大人 15 名､子ども 0名(京都新聞記者・上流西 R 含む) 

講師 1 名 植田光弘 氏（自然体験活動協議会 インストラクター） 

スタッフ 名  

連携団体関係者 名  

府県・市職員 名  

淀川河川事務所 名  

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

9:00 開始 

・挨拶、活動趣旨･内容説明、注意事項、講師紹介（田中河川レンジャー） 

・野鳥観察時のポイント、留意点説明（植田講師） 

9:10 観察開始（流域センター出発） 

・河川敷へ移動しながら発見した野鳥を随時観察 

 11:10 観察終了（流域センター帰着） 

・休憩 

 11:20 鳥合わせ 

・観察種のふりかえり、まとめ（田中河川レンジャー） 

・標本を用いながら観察種と「ものさし鳥」解説（植田講師） 

・参加者：藤本 氏の木津川展出展写真「野鳥の世界」を用いてご本人から 

解説 

 12:00 終了 

配付資料 ・「冬の野鳥観察会」しおり 

・野鳥観察リスト（過去実施の観察結果と今回の観察チェックリスト） 

・活動実施アンケート 

・河川レンジャーNews33 

木津川出張所管内 

流域センター 

観察範囲： 

木津川右岸河川敷（開橋上流域） 



 

9 

 

関係機関からの支援内容 

【やましろ里山の会】 

観察器具貸与（フィールドスコープ） 

【淀川河川事務所】 

講師派遣、資料印刷・提供・野鳥観察ルート草刈り 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

プログラム作成、講師依頼・打合せ、 

関係機関への支援依頼・調整（観察器具貸与） 

広報、現地下見、資料・アンケート作成と印刷依頼 

当 日 
天候状況確認と実施判断、配付資料準備、観察器具準備、 

当日の運営(司会、参加者誘導、安全管理)、後片付け 

事 後 参加者名簿の整理、アンケートまとめ、活動内容まとめ 

参加者からの意見 

｢専門家の話、楽しかったです｣ 

｢イカルチドリが見られてよかった。木津川の荒れにおどろいた｣ 

「子育て中子どもと一緒に自然観察会に参加していて、今、夫婦でまた少し

ずつ参加しています。ずーっと続けて楽しみたいです] 

「自分が楽しませてもらってきた豊かな自然を子たちに残せるよう出来るこ

とをしたいです」 

 

 

4.2 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
観察状況 

移動しながら、発見した野鳥を随時観察 
 

観察状況 

観察種ごとに適宜講師による特徴、生態の解説 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
観察後、流域センターで観察結果のまとめ 

（観察種のふりかえりとまとめ） 
 

参加者：藤本 氏の木津川展出展写真「野鳥の世

界」を用いてご本人から解説 
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京都新聞 2 月 28 日山城版 掲載記事 
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○山田河川レンジャー（下半期）活動報告 

5．平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 

 
5.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

課題・問題点・背景 

その昔泉川と呼ばれた木津川は、30数年前と比べほぼ汚れ(COD 値で見る)が倍増しています。そし

て、この 10 年位は汚染値が横ばいを示しています。又多くの木津川支流が汚染増加によって流域

の住民から疎遠なものとなってきています。加えて支流の多くが治水優先の対策により、コンクリ

ート 3面張りとなるなど生物の生息環境が悪化し、ますます子どもたちや地域の方々が川や流域の

自然にふれあえなくなってきています。 

活動目的 

木津川とその支流の水質汚染の実態把握と改善。又水質問題を中心としながら、豊かな自然の再生

よる環境保全活動の前進を通して、子どもたちが遊び住民が憩える川づくり。 

Step1 住民と共に水ウォッチングを実施し、蓄積された水質データと分析の発信、また流域の住

民団体との連携の実現。 

Step2 水ウォッチングを地域の住民団体・行政と連携して実施し、水質改善の取組を実現する。 

Step3 木津川に関わる団体・行政を繋ぎ、木津川再生協議会(仮称)を設立し、具体的 

    な木津川に対する提案書を作成する。 

    支流でも、同様な取組を追求し、提案書を作成する。 
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●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年

次） 

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA 

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

①木津川本川５地点とその支流 17 地点を一

斉に水質調査する木津川一斉水ウォッチン

グを住民団体や有志の協力で実施。 

②支流の水ウォッチングを流域の住民団体と

一緒に取り組む。 

③環境学習や総合学習などの支援を通して、

水環境について考え行動する力を育成する。 

④木津川管内河川レンジャー共同の木津川沿

川活動団体交流会や木津川展を実施し、木

津川の良さや問題点を拡げる。 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

①流域の住民団体と連携する水ウォッチング

等への行政参加・行政支援の実現。 

②行政からの要請による講演・環境学習。 

③行政の協力を依頼した河川整備計画を現地

で学び交流する企画。・その中で出される住民

の方々の意見の集約と発信。 

④木津川沿川活動団体交流会や木津川展への

行政支援・行政参加。 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

①木津川本川では、木津川展や木津川沿川活

動団体交流会の質的発展により、行政も関

わる木津川再生協議会(仮称)といったもの

に移行し、木津川に関する具体的な意見を

集約し、提案をまとめる。 

②支流では、連携住民団体を中心に○○川の

将来を考える協議会(仮称)をつくり、意見

を集約し、川づくりの提案をまとめる。 
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平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 実施予定 

河川の環境保全を図る活

動 

木津川とその支流の水ウォッチング数回 

 

木津川とその支流の水質モニタリング 

 

木津川クリーンアップ 

平成 27 年 9 月 26 日 

平成 27 年 10 月 10 日 

平成 27 年 8 月 28 日 

平成 27 年 12 月 7 日 

平成 27 年 5 月 30 日 

防災・救援・救難の推進

を図る活動 
地域で考えよう防災 平成 27 年 10 月 4 日 

活動地域への河川環境啓

発活動 

小・中学生の環境学習や総合学習等の出

前授業(宇治市立広野中学校科学クラブ

の水質調査指導を含む) 

宇治市環境展 

宇治環境フェスタ 

近畿子どもの水辺交流会での発表 

木津川展、木津川市夏祭りロビー展 

木津川マラソン 河川レンジャー展 

通年 

 

 

平成 27 年 6 月 1 日～4 日 

平成 27 年 11 月 8 日 

平成 28 年 1 月 23 日 

平成 27 年 7 月 6 日～8 日 

平成 28 年 2 月 7 日 

行政と住民のコーディネ

イト 
木津川沿川活動団体交流会 平成 28 年 1 月 31 日 

川づくりまちづくりへの

参画活動 
上狛川クリーン作戦 平成 27 年 9 月 12 日 

 

※網掛は連携活動 
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6.第 5 回木津川一斉水ウォッチング          ・平成 27 年 10 月 10 日(土) 
6.1 実施状況 

活 動 名 第 5回木津川一斉水ウォッチング 

活動分野 環境保全 

氏  名 山田 信人（木津川出張所管内河川レンジャー) 

連携等 団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

(団体名：やましろ里山の会、加茂水と緑を守る会、上狛川を美しくする会) 

活動日時 平成 27 年 10 月 10 日(土)9：30～17：30 

実施場所 木津川出張所管内流域センター 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 15 名  

 参加者 10 名 大人 10 名、子ども名 

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 ４名 やましろ里山の会環境部会 

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

9:30 開始、採水サンプルの持込 

9:50 壁面展示とレンジャーの説明 

10:10 レンジャーから測定の手順の説明、水質分析の開始 

 11:00 当日持込採水サンプルの測定説明、ユニメータによる測定 

 12:30 

16:30 

17:30 

採水持ち込みによるパックテスト測定終了 

ユニメーターによる測定終了 

片付け終了 

配付資料 
木津川とその支流の水質汚染について(レジュメ：担当レンジャー作成) 

河川レンジャーNews 

関係機関からの 

支援内容 

【淀川河川事務所】会場借用、アンケートや資料印刷、会場掲示用印刷物の印刷、

水質調査用機材を含めた物品の搬入・搬出、のぼり、 

パックテスト（COD（化学的酸素要求量）、アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素） 

【やましろ里山の会】水質測定機器（ユニメーター）、各種機材貸与 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

 共催団体のやましろ里山の会との打合せ(開催要項・取組の具体案の提示

含む)、採水場所の確定と明示、連携協力団体への採水協力依頼と分担、

チラシ・アンケート・資料・各種掲示物の作成、当日の展示用パネルの作

成、パックテストの準備、ユニメーターによる水質調査の諸器具準備・補

充、水質調査用試薬の注文、前日の機材搬入とパネル・幟掲示等の諸準備、

新聞各社への活動案内記事掲載と取材依頼。 

当 日 

水質調査の試薬や器具の設置、各ポイントの採水・整理、持ち込んだ水のパック

テストによる水質調査指導、ユニメーターによる水質調査の指導（主にＣＯＤの

測定と指導）、器具の洗浄指導、試薬や器具の片付け 

事 後 

やましろ里山の会環境部会での水質データの算出や汚染マップ作成指導、水質汚

染マップの分析とまとめの作成、まとめを関係者に配布 

汚染マップのポスター展示(木津川沿川活動団体交流会など) 

参加者からの意見 

調べて欲しい水の持ち込み企画では、上流にある伊賀川の笹瀨橋の採水を持ち込

まれた方があった。「笹瀨橋地点の汚れがあまりなくて、一安心。いい天気が続

いていたので、橋の上から見た水は澄んでいました。」と感想を寄せて頂いた。 

その他の感想としては、「ワンドなどがあり、川遊びが出来る場所がある木津川

にしたい。支流でないと無理かな・・。」「水質がきれいになり、アユが棲める川

にしたい。」等 

 又、昨年に続いて元木津高校化学部の 2 名が参加。大きな力になって頂いてお

り、次回の協力もお願いした。 
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6.2 活動状況 

  

これまでの調査結果の解説 レンジャーから測定の手順の説明 

 

 

ユニメーターによる測定 参加者による測定 
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7.秋の名木川水質出前授業             ・平成 27 年 10 月 16 日（金） 
7.1 実施状況 

活 動 名 秋の名木川水質調査「出前授業」活動 

活動分野 環境保全 

氏  名 山田 信人(木津川出張所管内河川レンジャー) 

連携等 他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：広野中学校科学部） 

活動日時 平成 27 年 10 月 16 日（金） 12:45～16:00  

実施場所 （場所）宇治市立広野中学及び名木川・中島川界隈 

 
参加対象 地域住民・団体(地域団体・学校・行政・企業など)（団体名：広野中学校科学部 ） 

参加人数 参加総数 12 名  

参加者 11 名 大人 2名(顧問教諭)､子ども 9名（1・2年生科学部員） 

講師 －  

スタッフ －  

連携団体関係者 －  

府県・市職員 －  

淀川河川事務所 －  

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

12：45 開始 

13：40 ・山田レンジャーによる本日の活動予定と注意事項の説明 

 13：50 ・中島川上流地点の観察、中島川 k りゅうちてんでの採水と観察 

 14：20 ・名木川上流部採水地点での採水と観察 

 14：30 ・名木川砂防ダム地点の見学 

 14：40 

14：46 

15：00 

 

16：00 

・広野中学に戻り採水した水の水質試験の開始 

・山田レンジャーによるパックテスト試験における説明 

採水した７か所の水質試験の開始（気温・水温・COD・アンモニア性窒素・

亜硝酸性窒素他） 

終了後片付け：終了 

配付資料 

・水・・・調べてわかる数の見かた 

・水質調査票（みずしらべ） 

・宇治環境フェスタのチラシ 

関係機関からの支援内容 淀川河川事務所：パックテスト提供・やましろ里山の会：ｐＨ計の貸出 
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河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 事前の下見の実施、パックテストなど水質調査器具等の準備、顧問と打合せ 

当 日 
５地点を事前採水、上流２地点の採水・現地説明と２地点の現地説明、水質

調査指導 

事 後 
調査事項をエクセルの調査記入表に入力するための準備と指導、近畿「子ど

もの水辺」交流会に向けて、調査結果の特徴点を指導し、発表に向けて準備。 

参加者からの意見 

今回の調査は、1・２年生が取り組んだが、各自分担責任を果たして、

頑張っていた。以下に、名木川水質調査のレポートに書かれた１・2

年生の感想から代表的なものを２つを紹介。 

○水質調査を行って、色々な発見がありました。特に、川の周りがコ

ンクリートなのか自然の砂や石なのかで、川の様子が全然違うことに

驚きました。川の水をプランクトンなどの微生物がきれいにしている

ことが分かりました。プランクトンがいるから魚がいられて、魚がい

るから鳥がくるというようにつながっていて、川がきれいになると  い

うのはこういうことだと思いました。名木川は、目立たないけれど私

たちの身近な川なので、きれいにしていきたいと思いました。 

○名木川は、下流域よりも上流域の方が汚染度が高く、下水処理場の

排水や三面コンクリートなどの問題をよく考えるべきだと思います。

以前は水質がとても悪く、その時に比べ改善されているとはいえ、い

まだ水質が悪い所もあり、また水量が少ないという点も問題だと考え

ます。水質が悪ければ、日常生活にも影響があり、生物の生息、植  物

の環境などにも関係してきます。この水質調査を通して、以上の問題

について知り、解決できればなと思っています。  

 

7.2 活動状況 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・活動の概要および採水ヶ所の説明  ・採水状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・水質測定の手順解説  ・水質測定指導 
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8.宇治市環境フェスタ出展              ・平成 27 年 11 月 8 日（日） 
8.1 実施状況 

活 動 名 宇治環境フェスタブース出展 

活動分野 啓発その他 

氏  名 山田信人(木津川出張所管内河川レンジャー) 

連携等 河川レンジャーとの協同・団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：宇治市立広野中学校・宇治市・エコット宇治） 

活動日時 平成 27 年 11 月 8 日（日） 9:00～15:30 

実施場所 （場所）宇治市生涯学習センター・第２ホール 

 
参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 146 名 会場総入場者約 900 名 

参加者 135 名 大人 69 名､子ども 66 名  

講師 －  

スタッフ 10 名 宇治市立広野中学校科学部員 9名、顧問先生１名 

連携団体関係者 －  

府県・市職員 －  

淀川河川事務所 －  

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

9：00 開始 

 ・スタッフへの工作体験指導（広野中学校科学クラブ部員） 

  ・スタッフミーティング（主催者からの参加者代表者への注意事項等説明） 

 9：50 出展開始 

○ヨシ笛工作体験 

○パネル展示解説等 

 ・宇治市立広野中学校科学部「名木川の水質調査について」 

 ・全チッソ汚染マップ－木津川一斉水ウォッチング－ 

 ・COD 汚染マップ－木津川一斉水ウォッチング－ 

 ・名木川下流の野鳥たち 

 ・「木津川の野鳥」（DVD 上映） 

 15：00 出展終了 

 15：30 後片付け：終了 
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配付資料 

・木津川とその支流の水質汚染について(山田レンジャー) 

・宇治環境フェスタプログラム 

・河川レンジャーニュース（NO.32） 

関係機関からの支援内容 

淀川河川事務所：展示パネル等資料印刷○レンジャーNews 提供○ヨシ笛作り

資機材 

宇治市環境企画課：備品貸与（机・椅子・展示用ボード等） 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

・展示パネル作成と印刷依頼○ヨシ笛工作体験の呼びかけ掲示物作成と印刷 

・工作体験コーナー資機材準備○宇治市環境企画課との打合せ 

・広野中学校科学クラブの名木川水質調査まとめ指導 

・パソコンと「木津川の野鳥」等 DVD 準備 ・前日会場準備 

当 日 

・出展ブース設営（パネル等の展示物掲示、工作体験コーナー、「木津川の野

鳥」等 DVD 上映準備、広野中学校科学クラブ部員へのよし笛工作体験指導） 

・ブース来訪者への展示物解説、よし笛工作体験コーナーでの指導 

・ブースの片付けと清掃 

事 後 
・広野中学校科学部で、運営の反省等指導 

・近畿「子どもの水辺」交流会での発表に向けて、指導 

参加者からの意見 

 

「広野中学校科学部が、地元の名木川を調査し、環境フェスタなどで

発表しているのは素晴らしい。またよし笛コーナーでは、小さな子ど

もたちによし笛作りをていねいに教え、参加者から大変喜ばれている

ことにも関心しました。」「野鳥の写真から、名木川の下流には自然が

まだまだ残されていることが良く分かりました。」 

 参加した広野中学校科学部の部員達は、まとめの会で口をそろえて

「とっても疲れたけれど、楽しかった。」とこの活動を積極的に受けと

めていた。また顧問の先生は、「子どもたちを相手によし笛作りを指導

する企画で、生徒達が大いに活躍できる場があるということは、本当

に素晴らしいことです。」と話されていた。 

 

（洛南タイムス 2015.11．11 付↓） 
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8.2 活動状況 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
・スタッフミーティング（主催者からの参加者

代表者への注意事項等説明） 
 

・出展に向けたスタッフへの工作体験指導 

（広野中学校科学クラブ部員） 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・工作体験指導  ・工作体験指導（広野中学校スタッフ） 
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9.山田川の水質モニタリング         ・平成 27 年 12 月 7 日(月) 
9.1 実施状況 

活 動 名 山田川の水質モニタリング 

活動分野 環境保全 

氏  名 山田 信人(木津川出張所管内河川レンジャー) 

連携等  

活動日時 平成 27 年 12 月 7 日(月) 9：50～13：00  15：00～22：00 

実施場所 山田川(生駒市鹿の畑～JR 西木津駅裏)6 地点 

 
 

参加人数 参加総数 1 名  

 参加者 －  

 講師 －  

 スタッフ 1 名 伊藤千恵子氏 

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

10:00 近鉄新田辺駅からスタッフの車で出発 

10:30 山田荘 L 地点 採水作業、水温計測、PH 計測 

10:40 支流乾谷川下流地点 

11:20 両国橋下流地点 

 11:40 生駒市鹿の畑地点 N 

 12:00 山田川浄化センター前排水路 M’ 

 12:30 山田川最下流地点 K（→新田辺駅から近鉄で自宅に戻る。） 

 15:00 採水 6地点の水質測定(COD 含め 5項目を、ユニメーターで測定) 

 21:30 測定終了後、片付け。 

配付資料 山田川冬の水質調査まとめ 

関係機関からの 

支援内容 

やましろ里山の会：測定器具借用、試薬提供 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
採水用ペットボトル・採水器具の準備、測定器具の点検、試薬の注文 

山田川冬の水質調査まとめの印刷 

当 日 
現地：採水、水温・気温測定（6 地点） 

自宅：ユニメーターによる水質測定(ＣＯＤ・アンモニア性窒素・亜硝酸性窒素他) 

事 後 ユニメーターの測定値から汚染値の計算、水質汚染のまとめづくり 

参加者からの意見 

今回は、やましろ里山の会の伊藤千恵子氏の協力を得て採水と水温・気温測定を

実施した。伊藤氏は、いつも山田川水質モニタリングでスタッフをお願いしてき

た方で、今回も快く引き受けて頂いた。伊藤氏からは、「今回は、山田川に珍しく

コガモがいました。鳥たちも生息できる川がやっぱりいいですね。」との感想を頂

いている。山田川流域には、精華町環境ネットワーク会議や ECOKA 委員会という

団体があり協力関係にあるので、こちらにもまとめを発信していく予定である。 

また精華町にも、まとめを送付する予定である。 
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9.2 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 山田川山田荘 L 地点（コガモが集まる）  山田川最下流地点での採水作業 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 6 カ所の採水を入れたペットボトル  水質測定後、器具類の片付け終了。 
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10.近畿子どもの水辺交流会 奈良大会 発表     ・平成 28 年 1 月 23 日(土) 
10.1 実施状況 

活 動 名 第 9回近畿「子どもの水辺」交流会 in 奈良 

活動分野 啓発その他、自然観察 

氏  名 山田 信人(木津川出張所管内河川レンジャー) 

連携等 近畿「子どもの水辺」交流会実行委員会 

活動日時 平成 27 年 1 月 23 日(土)10：00～15：30 

実施場所 奈良県文化会館：奈良市登大路町 6-2 

参加対象 地域住民・団体（団体名：近畿「こどもの水辺」交流会発表参加団体） 

参加人数 参加総数 419 名 発表団体 284 名(発表者 157・引率＆応援 127)、協力団体

34 名、大会スタッフ 72 名、一般参加者 25 名、4 名報道 

 広野中発表参加者 11 名 教師 2名、科学部 9名 

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:00 開始、開会式 

10:50 現地体験交流会、奈良公園観察会 

11:20 吉城(よしき)川確認、春日大社飛火野の大とんど、クスノキ、ムクロジ確認 

 12:55 各室グループ別発表会、川ガキ団発表 

 14:35 ステージでの全体交流会、グループ別討議と大会メッセージ 

 15:30 閉会あいさつ、終了、解散 

配付資料 
大会プログラム、参加団体呼びかけ、スタッフ用プログラムとマップ(レジュメ：

実行委員会作成) 

関係機関からの 

支援内容 

淀川河川事務所：広野中学校科学部の発表内容である名木川の水質調査に際し、

パックテストの提供。水質調査のまとめポスター印刷。 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
広野中学校科学部の紙芝居作成や発表内容(原稿作成)・発表の指導。 

科学部顧問との打合せ 

当 日 
近鉄大久保駅集合。会場までの引率。 

発表の事後指導。帰路の引率。 

事 後 
感想文作成を広野中学校科学部顧問に依頼。当日の発表ビデオの編集。それを科

学部で上映し、今後の活動について指導。 

参加者からの意見 

 宇治市立広野中学校からは、科学部関係者以外に２年学年主任の先生が

参加され、「昨年も参加したが、紙芝居という分かりやすい工夫があり、

楽しい発表だった。」との感想をいただけた。 

 以下、参加した広野中学校科学部員の感想より抜粋。 

・発表を劇などの掛け合いにしたことで、分かりやすく楽しく聞いてもら

えたと思います。交流会では、川を守るためには、山も守らなければいけ

ないことを知ることが出来ました。これからも、名木川のことを調べ、来

年の交流会もがんばりたいです。 

・今回参加した近畿水辺交流会では、グループのリーダーの人たちから「広

野中学さんみたいに・・・」など他のチームに、たとえに使われていたの

で、それだけ他から見て良かった発表になったと思います。 

・発表の後、下を見すぎていたなど気づいたこともありましたが、練習の

時よりは良くなりました。今回の発表を通じて、多くの人に伝え、またこ

れからの科学部の後輩にも調査を続けていって欲しいです。 

・私が書いた川の絵の製作で特に大変だったのは、色塗りです。川の汚れ

を表現するのはなかなかむずかしかったです。小学生が分かりやすい言葉

に工夫するのも苦労しました。また時間通りに終わるように、スピードを

合わせて練習するのも大変だったです。けれど、少ない練習の中で、あん

なに上手に発表できたので、良かったと思います。 
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10.2 活動状況 

  
奈良公園観察会（発表グループごと） 

・吉城(よしき)川確認 
奈良公園観察会（発表グループごと） 

・グループメンバーとの交流 

  
広中科学部のグループ別パネル発表 全体交流会閉会式 
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○柴垣河川レンジャー（下半期）活動報告 

11.平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 

 

11.1 活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

11.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次） 

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA 

Step1  地域住民の

関心を高める 

①木津川クリーンアップ 

・地域に清掃を呼びかけ、川や河川敷の美化に努め

る。 

②ホタル見学会 

・ホタル愛好家の協力を得て、地域住民の参加で豊

かな自然の体感をはかる。 

③バードウオッチング 

・鳥愛好家の協力を得て、地域住民とともに自然、

鳥、生き物への関心を深める。 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

①河川敷美化作業 

・木津川を美しくする会、漁業組合、地域再生プロ

ジェクトチーム、地域住民が協働して河川敷を美

化作業することにより、川や河川敷に対する関心

を持つ。 

②稚鮎の放流 

・保育園、漁業組合と協働して、稚鮎の放流をする

ことにより、保育園児の木津川への興味や関心を

育む。 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

①京むらまつり 

・各種団体で構成する実行委員会が親水公園で行

うイベントに参加し、川や河川敷のより良いあり

方を考える。 

②ダム〔堰〕および魚道の視察および検討会 

・地域住民、漁業組合、学術研究者の参加を得て、

総合的な意見交換会を実施し、天然鮎の正常な育

成の促進をはかる。 

     

 

①暮らしの中を流れる川にふさわしい川づくりをめざす。 

②誰もが気軽に川で遊んだり、泳いだりできる川にする。 

③川が地域住民の生活の一部となるような環境づくりに取り組む。 

④川にかかわりのある様々な個人や団体との繋がりを深める。 

⑤これらの実現のために、多様な事業をすすめる。 

Step1 川にかかわりのある様々な個人や団体との連携強化をはかる。 

Step2 誰もが気軽にかかわれる川づくりをめざす。 

Step3 地域住民の生活の一部になる河川環境をつくる。 
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平成 27 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 実施予定 

防災・救援・救難推進をはか

る活動 
防災訓練 平成 27 年 10 月 4 日 

河川の環境保全をはかる活動 

木津川クリ－ンアップ 

鮎遡上の現地見学会 

平成 27 年 5 月 30 日 

平成 27 年 5 月 9 日 

河川敷美化作業 

産卵場の探索と鮎捕獲作戦 

中止 

平成 27 年 9 月 26 日 

河川の適正な利用の推進をは

かる活動 

ホタル見学会 平成 27 年 6 月 26 日 

バードウォッチング 平成 27 年 10 月 18 日 

外来魚駆除 中止 

河川行政と住民とのコーディ

ネイト 

稚あゆの放流 平成 27 年 5 月 19 日 

木津川沿川活動団体交流会 平成 28 年 1 月 31 日 

木津川マラソン展示 

鮎産卵場の親魚保護区の検討会 

ダムおよび魚道の視察および検討会 

平成 28 年 2 月 7 日 

平成 27 年 9 月 26 日 

中止 

木津川展 

 

流下仔魚の流下状況の観測と検討会 

平成 28 年 2 月 27 日～29 日 

平成 28 年 3 月 4 日～6 日 

未実施 

川づくり・まちづくりへの参

画 

京・むらまつり 平成 27 年 7 月 28 日 

京都環境フェスティバル 

木津川市夏祭 

平成 27 年 12 月 12 日～13 日 

平成 27 年 7 月 6 日～8日 

※網掛は連携活動 
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 12.バードウォッチング             ・平成 27 年 10 月 18 日（日） 
12.1 実施状況 

活 動 名 秋の探鳥会活動 

活動分野 自然観察 

氏  名 柴垣 治男(木津川出張所管内河川レンジャー) 

連携等 河川レンジャーとの協同・団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：） 

活動日時 平成 27 年 10 月 18 日（日）9:30～15:00 

実施場所 （場所） 

  
参加対象 地域住民・団体(地域団体・学校・行政・企業など)（団体名：   ）  

参加人数 参加総数 19 名  

参加者 11 名 大人 11 名 

講師 1 名 中川宗孝氏（鳥類専門家） 

スタッフ 6 名 NPO 法人 花鳥の郷 

連携団体関係者 －  

府県・市職員 －  

淀川河川事務所 －  

河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

9：30 開始：押原レストラン駐車場集合 

10：05 ・柴垣レンジャーによる開会の挨拶、スタッフ紹介 

 10：08 ・講師の中川氏による探鳥における注意事項と鳥の生態のお話し 

 10：20 ・探鳥コースに向かって出発 

 10：50 ・炭焼場の見学・休憩 

 11：20 ・花鳥の郷入口より、さらに山頂に向かって探鳥を始める 

 12：05 ・山頂到着：昼食休憩 

 
12：33 

・中川講師による鳥類の生息環境と本日の探鳥野種類の披露 

・京都環境フェスタの紹介 

 12：53 ・下山ルートでの探鳥開始 

 14：50 ・押原レストラン駐車場到着 

 15：00 柴垣レンジャーおよび中川講師による本日の活動のまとめ：終了 
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配付資料 

・2015 年度南山城鳥類目録 

・落南タイムス（フィールド日記）平成 26 年 9月 7日（191 号） 

・落南タイムス（フィールド日記）平成 26 年 9月 28 日（192 号） 

・落南タイムス（フィールド日記）平成 27 年 8月 26 日（216 号） 

・落南タイムス（フィールド日記）平成 27 年 8月 30 日（217 号） 

 

12.2 活動状況 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ・活動に際する注意事項の説明と挨拶  ・観察状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
・観察状況 

ヒバカリとカラス蛇を捕獲 
 ・講師による観察結果のまとめ 

 

 



 

29 

 

○小泉河川レンジャー（下半期）活動報告 

13.平成 27 年度 河川レンジャー活動の目的と達成手段 
 

13.1 活動の目的 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

13.2 活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●活動内容 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次） 

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA 

Step1 

 地域住民の関心を 

 高める 

１）子供会へのイベント情報提供 

ニーズ調査 

イベント参加希望者の引率 

子供会とイベント共催 

協力者との協働 

 

２）植物観察会の開催 

参加者を増やす施策の実施 

新たな積極的参加者との協働 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

１）小学校と野外授業などで協力 

田辺市文化祭等での展示参加 

２）堤防工事地の植生再生の調査 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

１） 水辺活動の場の確保 

 

２） 堤防工事地での植物育成 

     

 

１） 故郷（木津川）を知り語れる人作り 

JR 松井山手駅を中心とする地域（京田辺市松井ケ丘小学校、八幡市美濃山小学校）では、若

年人口の流入と子供の増加が発生している。このような人たちが木津川の自然や歴史を知り、

自分たちの故郷として愛着を持ち、家族や友人、知人に語り伝えていけるようになる手助けを

すること。 

２） 木津川堤防の植物の保全 

木津川堤防では、絶滅危惧種を含む多様な植物の生育の確認と保護の活動が 長年にわたり多

数の先人により行われてきた。これらの活動が継続されていくこと。 

Step1 １）子供会組織とのコネクションを作り、レンジャー活動の情報伝達のルートを作る

とともに、先方のニーズや問題点を把握する。 

２）従来から定期的に行われている植物観察会に関して、河川レンジャールートでの

告知と結果報告の強化を行う。 

Step2 １）野外授業など小学校との連携、文化祭などでの参加を行う。 

２）保全区域や希少植物生育区域の定期観察や、草刈などの手入れ。 

Step3 １）水辺の活動が行える手近かな場の確保、整備、保全について、住民団体の意見を

集約して 行政への申し入れや協力を行う。 

２）植物の保護や保全に関して、住民団体の意見を集約して 管理者への申し入れや協

力を行う。 
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平成 27 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 実施時期 

（１） 防災・救援・救難

の推進を図る活動 
地域で考えよう防災 平成 27年 10 月 4 日 

（２）河川の環境保全を

図る活動 

木津川沿川活動団体交流会 平成 28年 1 月 31 日 

木津川マラソン河川レンジャー展 平成 28年 2 月 7日 

木津川クリーンアップ 平成 27年 5 月 30 日 

木津川展 
平成 28 年 2 月 27 日～29 日 

平成 28 年 3 月 4 日～6 日 

故郷（木津川）を知り語れる人作り 通年 

（３） 河川の適正な利用

の推進を図る活動 
木津川の植物観察会 通年 

（４）河川行政と地域・

住民・住民団体とのコー

ディネイトを図る活動 

（堤防工事後の植生再生の調査、本年度

は活動とせず、準備とします） 
 

（５）川づくり・まちづ

くりへの参画・支援活動 

（堤防工事地での植物育成、本年度は活

動とせず、準備とします） 
 

※網掛は連携活動 
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14.森林の最前線＆明治以来の治山治水の努力の跡   ・平成 27 年 11 月 28 日(土) 
14.1 実施状況 

活 動 名 森林の最前線＆明治以来の治山治水の努力の跡 

活動分野 環境保全・防災 

氏  名 小泉 道夫(木津川出張所管内河川レンジャー) 

連携等 (独法)森林総合研究所 関西支所、やましろ里山の会 

活動日時 平成 27 年 11 月 28 日(土)10：30～15：00 

実施場所 不動川砂防歴史公園～森林研究所山城試験地 

(山下氏作成) 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 10 名  

 参加者 6 名 大人 6名 

 講師 １名 小南氏(森林総合研究所) 

 スタッフ １名 山田河川レンジャー 

 連携団体関係者 １名 山下氏(森林インストラクター、やましろ里山の会) 

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:30 開始、レンジャーから開会のコメント 

11:20 山城試験地へ移動開始、モノレールで移動 

12:20 大気(CO2 ほか)観測タワーへの乗降、スタッフ講師による森林機能の解説 

 13:50 枝を吹いて空気の泡を確認 

 14:30 デレーケの砂防堰堤の復元箇所確認、治山砂防事業の説明模型 

 15:00 アンケート記入、終了、解散 

配付資料 
不動川砂防歴史公園(デレーケ堰堤)見取り図、山城試験地の概要、関連クイズ(レ

ジュメ：担当スタッフ作成) 

関係機関からの 

支援内容 

森林総合研究所 関西支所から試験地および観察タワー見学許可と案内説明をい

ただいた。 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

10/2 下見の上、当日計画相談決定。 

当日用アンケート作成、準備 

ヘルメット準備 

当 日 スケジュール管理および安全確認を担当 

事 後 

参加者名簿、アンケート整理 

連携関係者に送付 

木津川市に、施設改修及び BB 弾の大量放置の改善を、申し入れ 
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参加者からの意見 

山城試験地 

・地元で森林活動をしているでも存在を知らなかったほど世間で知られていなく、

通常では見学する機会のない施設が見学できて良かった。 

・観測タワーに登り観察できて良かった。 

・研究内容を、研究者がユニークに説明していただき良かった。 

・CO2 濃度の測定と送信を、この場所から行っていることに感銘を受けた。 

不動川砂防歴史公園 

・山下さんの準備と説明が大変良かった 

・いい天気で、静かな環境でほっこりした。 

全体 

・植物観察だけでない取り組みは、良かった。 

・100 年以上にわたる堰堤と山腹工事の結果、はげ山が現在の姿になっているこ

とが良く分かった。木津川の防災や河床低下を考えるのに、欠かせない視点が得

られた。 

・トイレ、施設案内の看板が劣化していた。補修するよう管理者に伝えて r ほし

い。 

 

14.2 活動状況 

  

レンジャーから活動趣旨、行程説明 スタッフ講師による解説 
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○福井河川レンジャーアドバイザー活動報告 

15.木津川市 環境まつり    ・平成 27 年 11 月 14 日(土) 
15.1 実施状況 

活 動 名 木津川市環境祭り 

活動分野  展示 啓発 

氏  名 福井 波恵 （木津川出張所管内河川レンジャーアドバイザー) 

連携等 木津川市環境祭り実行委員会、 

活動日時 平成 27 年 11 月 14 日(土) 9:30～17:00 

実施場所 木津川市リサイクルセンター 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 73 名  

 参加者 70 名 大人 42 名、子ども 28 名 

 講師 －  

 スタッフ 3 名 親子川の学校 2 名 ららら・もか教育と子どもを語る会 

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 －  

スケジュ

ール 

9:30～

16:00 

展示・魚の説明  ボトルアクアリウムつくり指導 

16:00～

17:00 

撤収作業、終了ミーティング 

配付資料 河川レンジャーNews、ボトルアクアリウムの管理プリント 

関係機関からの 

支援内容 
リサイクルセンターより展示用パネル貸与 空き瓶 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

展示内容の相談  展示物の作成 

材料(ヌマエビ・メダカ・カワニナ。水草の採集)空き瓶の準備、 

生物適用水の準備 砂利、枯葉の準備 

当 日 
展示および撤収作業 

参加者へのボトルアクアリウムつくり指導  展示・魚の説明および対応 

事 後 連携団体・スタッフへのお礼連絡等 

参加者からの意見 

・毎年アクアリウムつくりを楽しみにしていて、今年も材料を分けて貰いに来た。 

・木津川市にメダカがいるなんて知らなかった。カワニナ、ヌマエビ、水草の力

で小さな水族館ができるなんて面白い。 

・昨年持って帰った瓶の中で、カワニナがたくさん生まれて楽しかったです。 

・水草がすごく伸びて花も咲いて驚きました。 

ともはじめて知って勉強になった。 

・木津川にたくさんの魚がいて驚きました。鯰がすごい。 

・河川敷が崩壊しているので、どうなるのか心配です。木津川でこういうことが

起きている等、知りませんでした。 
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15.2 活動状況 

  

ボトルアクアリウムつくりの指導 

 

 

展示物 木津川の魚たち展示 
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16.近畿子どもの水辺交流会 奈良大会 発表 ・平成 28 年 1 月 23 日(土) 
16.1 実施状況 

活 動 名 第 9回近畿「子どもの水辺」交流会 in 奈良 

活動分野 啓発その他、自然観察 

氏  名 福井 波恵（木津川出張所管内河川レンジャーアドバイザー) 

連携等 近畿「子どもの水辺」交流会実行委員会 

活動日時 平成 27 年 1 月 23 日(土)10：00～15：30 

実施場所 奈良県文化会館：奈良市登大路町 6-2 

参加対象 地域住民・団体（団体名：近畿「こどもの水辺」交流会発表参加団体） 

参加人数 参加総数 419 名 発表団体 284 名(発表者 157・引率＆応援 127)、協力団体

34 名、大会スタッフ 72 名、一般参加者 25 名、4 名報道 

 参加者 22 名 保護者 12 名、子供 10 名 

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:00 開始、開会式 

10:50 現地体験交流会、奈良公園観察会 

11:20 吉城(よしき)川確認、春日大社飛火野の大とんど、クスノキ、ムクロジ確認 

 12:55 各室グループ別発表会、親子川の学校発表 

 14:35 ステージでの全体交流会、グループ別討議と大会メッセージ 

 15:30 閉会あいさつ、終了、解散 

配付資料 
大会プログラム、参加団体呼びかけ、スタッフ用プログラムとマップ(レジュメ：

実行委員会作成) 

関係機関からの 

支援内容 

木津川出張所・・親子川の学校ニュース印刷 

発表プレゼンボード等の購入 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 
6 回の親子川の学校による生き物調査、5回の会議(まとめ、ポスター作成発、表

練習) 

当 日 

文化センター前にて集合 

活動への参加 

発表の後 応援に来てくれた担任への特別発表、保護者の感想、まとめ 

事 後 感想文作成。子どもの水辺文集を作成中。 
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参加者からの意見 

○始めて参加して、魚をとっている時は楽しかったが、まとめる時は苦労

していた。しかし、練習を重ねる間に自信をつけて、今日の発表が一番よ

かった。子どもも親も随分と勉強させてもらった。 

○2 回目のまとめと発表なので、随分と楽にできた。子ども達が発表した

いことを見つけて、自分なりに工夫して発表したので満足していた。 

○今回は昨年とまた違うメンバーにめぐり合うことができ、また違った雰囲

気で、みんなそれぞれのいい風を、そして工夫をもって、素晴らしい発表が

できたと思います。どこにも負けない大きな声の発表・内容・笑顔・小道具

いろんなオリジナリティ、どれをとっても、素晴らしかったと思います。 

川の活動・そして竹蛇籠つくりで、外をおおいに楽しんで、そして年度末に

は発表にむけて、今度は室内活動を通してお互いますます子供たちの距離が

縮まる様子を見届けることが、親としてはとても嬉しく感じました。ひとつ

の目標に、みんなで立ち向うって、素敵なことですね！ 

当日も伝えましたが、大勢の人の前で発表することって、大人でも容易では

ないと思います。そんな大人でも尻込むことを、堂々とできたことを、子供

たちみんなが誇りに思い、そしてそれをバネに、もっともっと積極的なチャ

レンジができる人になってもらいたいと思います。 

大成功！バンザイ！！そして福井先生、ありがとうございました。 

 

○わたしは、発表できんちょうしたけど、わたしは、みんなといっしょに発

表してると思っていたら、楽しいなぁーと思いました。発表が成功できてよ

かったなぁーと、思いました。 

わたしは、発表会で、またわらいがとれて、とてもうれしくて、福井先生に 

「また、わらいがとれましたね！」と言ってもらえて、とてもうれしかった

です。みんなでがんばれてよかったです。 

 

16.2 活動状況 

  
奈良公園観察会（発表グループごと） 

・吉城(よしき)川確認 
奈良公園観察会（発表グループごと） 

・グループメンバーとの交流 

  

グループ別パネル発表 全体交流会閉会式 
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・独自に企画し行う活動では、２０人以上の参加者(子どもたち)を集める。 

・チャレンジ精神を忘れず、昨年度では取り組めなかった活動に挑戦する。 

・グループ河川レンジャーが抱える課題を抽出し、解決策を考え、次世代につなげる。 

 将来、地域を担う児童や学生に、川と触れ合い、川に学ぶ場を提供する。また、活

動を通して、グループ河川レンジャーが抱える課題を探し、参加者と共に解決策を考

える。 

 多くの住民にとって、川(特に大きな川)はただ流れているものであり、普段の生

活から離れたものとして認識されているのではないか。そして学校やメディアでは、

川の危険な面が強調・教育され、流域で暮らしていても川に愛着を持ちにくいという

現状があると考える。言い換えれば、川の魅力に触れる機会が少ないことが現状であ

るといえる。 

 課題としては、特に子どもたちが原体験を積む機会を持てていないことだと考える。 

活動を通して、課題を抽出し解決策を考えるため、２年と設定する。 

○グループ河川レンジャー（下半期）活動報告 

（責任者：山村武正  構成員代表：小林慧人） 

17.平成 27 年度 活動計画 
17.1 活動テーマと活動分野 
 

 山村アドバイザーグループ河川レンジャーは、以下の活動目的とテーマのもと、８つの活動

を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H27 年度の活動テーマ 

グループ河川レンジャーとしての活動目的 

グループ河川レンジャーが考える河川の現状と課題 

活動目的を達成するために必要な期間 
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平成 27 年度の活動一覧 

活動分野 活動名（仮称） 

川の環境保全を図る活

動 

①河川敷の植物の多様性をみよう！ 

②河川敷の昆虫の多様性をみよう！ 

③川魚の多様性をみよう！ 

④川の水をみよう！ 

⑤天井川で遊ぼう、そして知ろう！ 

防災・救援・救難の推

進を図る活動 
⑥ライフジャケットを使いこなせるようになろう！ 

川の適切な利用な推進

を図る活動 

⑦ゴミ拾いを通して河川敷の様子をみよう！ 

⑧活動を知ってもらい、意見交換をしよう！ 

 

平成 27 年度 年間スケジュール 

 活動名（仮称） 活動場所および内容 

平

成

27

年 

４月 

4/5（土） 

「⑥親子花見乗船体験、木津

川展」 

・ 木津川管内河川レンジャ

ーと連携する。 

・ 地域に浸透した活動を継

続する。 

【活動場所】 

 府営住宅田辺団地・馬坂川 

【活動内容】 

・ 木津川展の運営に携わりながら、Ｇレ

ンジャーの活動広報、および、後継者

となる人材の発掘活動。 

・ ライフジャケット着用の指導を通して、

安全に水辺で活動することの重要性を

伝えるとともに、水辺の活動の楽しさ

も伝えることで、川に関心を持つ人材

を育てる。 

4/11（土） 

「①春の野草を食する会」 

・ 河川レンジャーアドバイザ

ーが、河川レンジャーとし

ての知識・経験・技術を継

承する。 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 京田辺市草内・木津川運動広場 

【活動内容】 

・ 河川敷の環境には様々な生き物の住

処となっていることを、植物と昆虫

の関係に着目し解説する。 

・ 2014 年度 G レンジャーの活動発表を

し、2015 年度の活動広報、および、

後継者となる人材を発掘する。 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリン

グ調査(山城大橋〜近鉄鉄橋左岸)を

する。 
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4/29（土） 

「⑤天井川観察会 ＠馬坂川」 

・ 構成員が主体になり、地

域の人と継続的な活動を

行う。 

 

【活動場所】 

 馬坂川 

【活動内容】 

・ 木津川につながる天井川が果たす役

割について解説する。 

・ 実際に天井川を歩き、今後の天井川

のあり方について参加者と考える。 

・ 馬坂川に入り、生息している生き物

を観察し、身近な生き物に触れる機

会を作る。 

５月 

5/9（土） 

「①春の木津川花散策」 

・ 河川レンジャーアドバイ

ザーが、河川レンジャー

としての知識・経験・技

術を継承する。 

・ 構成員が主体になり、地

域の人と継続的な活動を

行う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 植物にとって花を付けることにはど

のような意味があるのか解説し、多

様な生物が関わって暮らしているこ

とを伝える。 

・ Ｇレンジャーの活動広報、および、

後継者となる人材を発掘する。 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリン

グ調査をする。 

5/31（日） 

「⑦木津川清掃」 

・ 淀川管内河川レンジャー

と連携する。 

・ 河川レンジャーアドバイ

ザーが、河川レンジャー

としての知識・経験・技

術を継承する。 

・ 地域に浸透した活動を継

続する。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 清掃活動と並行して木津川堤防工事後

の植生調査を行う。 

・ 河川敷堤防の植生のあり方を環境・治

水の面から解説する。 

６月 

6/6（土） 

「②親子自然観察会」 

・ 河川レンジャーアドバイザ

ーが、河川レンジャーとし

ての知識・経験・技術を継

承する。 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷（山城大橋〜近鉄鉄

橋） 

【活動内容】 

・ Ｇレンジャーの活動広報、および、

後継者となる人材の発掘活動。 

・ 木津川河川敷の昆虫・植物に関して

解説するとともに、生態系の観点か

らも木津川の環境全体を保全するこ

との重要性を参加者に伝える。 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリン

グ調査をする。 
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6/21（日） 

「③木津川親子で遊ぼう、学

ぼう、魚とり」 

・ 木津川管内河川レンジャ

ーと連携する 

・ 地域に浸透した活動を継

続する。 

【活動場所】 

 木津川河川敷（開橋付近） 

【活動内容】 

・ Gレンジャーの活動広報及び後継者と

なる人材の発掘活動。 

・ 木津川に生息する生き物（主に魚類）

について解説するとともに、ワンド

という環境と生き物の関係について

参加者と考える。 

6/29（月）,30（火） 

「⑧近畿地方整備局研究発表

会」 

【活動場所】 

 大阪合同庁舎 

【活動内容】 

７月 

7/19（日） 

「③魚とり ＠山城大橋左岸」 

・ 構成員が主体となって、河

川レンジャーアドバイザー

の活動を、発展させるため

の活動。 

【活動場所】 

 山城大橋の左岸ワンド 

【活動内容】 

・ Gレンジャーの活動広報及び後継者と

なる人材の発掘活動。 

・ 木津川に生息する生き物（主に魚類）

について解説するとともに、ワンド

という環境と生き物の関係について

参加者と考える。 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリン

グ調査(山城大橋〜近鉄鉄橋左岸)を

する。 

８月 

8/2（日） 

「③魚とり ＠山城大橋右岸」 

・ 構成員が主体となって、河

川レンジャーアドバイザー

の活動を、発展させるため

の活動。 

【活動場所】 

 山城大橋の右岸ワンド 

【活動内容】 

・ Gレンジャーの活動広報及び後継者と

なる人材の発掘活動。 

・ 木津川に生息する生き物（主に魚類）

について解説するとともに、川の対

岸の環境の違い、見られる生物相の

違いについて参加者とともに考える。 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリン

グ調査(山城大橋〜近鉄鉄橋左岸)を

する。 

8/23（日） 

「⑥魚とり ＠開橋」 

・ 構成員が主体となって、河

川レンジャーアドバイザー

の活動を、発展させるため

の活動。 

【活動場所】 

 開橋の左岸ワンド 

【活動内容】 

・ G レンジャーの活動広報及び後継者と

なる人材の発掘活動。 

・ 木津川に生息する生き物（主に魚類）

について解説するとともに、ワンドと

いう環境と生き物の関係について参加

者と考える。また、同じワンド環境に

あっても、時期や場所の違いによって

生物層が異なるかどうか調べる。 
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９月 

9/4（土） 

「①木津川堤防工事後 植生

調査」 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリング

調査をする。 

9/5（日） 

「⑧第１９回里山講演会」 

・ 河川レンジャーアドバイザ

ーが、河川レンジャーとし

ての知識・経験・技術を継

承する。 

・ 地域に浸透した活動を継

続する。 

【活動場所】 

 京田辺市中央公民館 

【活動内容】 

・ 2014 年度、2015 年度上半期の活動報

告をする。 

・ Ｇレンジャーの活動広報をし、後継者

となる人材を発掘する。 

9/19（土） 

「①木津川堤防工事後 植生

調査」 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリング

調査をする。 

10 月 

10/4（土） 

「④第５回木津川一斉水質調

査」 

・ 木津川管内河川レンジャ

ーとの連携 

・ 河川レンジャーアドバイザ

ーが、河川レンジャーとし

ての知識・経験・技術を継

承する。 

・ 地域に浸透した活動を継

続する。 

【活動場所】 

 木津川 

【活動内容】 

・ Ｇレンジャーの活動広報、および、

後継者となる人材の発掘活動。 

・ 水質が異なると棲む生き物相に変化

が生じることを解説し、実際に棲ん

でいる生き物を取り、参加者に普段

の生活で利用する水と川の環境が密

接なつながりを持つことの理解を深

める。 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリン

グ調査(山城大橋〜近鉄鉄橋左岸) 

10/17（土）、18（日） 

「②③木津川蛇籠作り」 

・ 木津川管内河川レンジャ

ーとの連携 

・ 河川レンジャーアドバイ

ザーが、河川レンジャー

としての知識・経験・技

術を継承する。 

・ 地域に浸透した活動を継

続する。 

【活動場所】 

 木津川 

【活動内容】 

・ 京都大学防災研究センターの竹門先

生を招へいし、竹を用いた蛇籠作り

を行なう。参加者の、木津川に生息

する魚類などへの関心を高める。 

・ 蛇籠の規模、参加者等かなり大がか

りなものとなることが予想されるた

め、各レンジャーと連携体制をとる。 

11 月 

11/7（土） 

「①木津川堤防工事後 植生

調査」 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリング

調査 
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12 月 

12/5（土） 

「①木津川堤防工事後 植生

調査」 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリング

調査 

１月 

1/9（土） 

「③木津川堤防工事後 植生

調査」 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリング

調査 

1/16（土） 

「⑧木津川沿川活動団体交流

会」 

・ 木津川管内河川レンジャ

ーとの連携 

・ 河川レンジャーアドバイザ

ーが、河川レンジャーとし

ての知識・経験・技術を継

承する。 

・ 地域に浸透した活動を継

続する。 

【活動場所】 

 京田辺市中央公民館 

【活動内容】 

・ 活動報告をポスター展示し、Ｇレンジ

ャーの活動広報、および、後継者とな

る人材の発掘活動。 

２月 

2/13（土） 

「①木津川堤防工事後 植生

調査」 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリング

調査 

2/20（土）〜 

「⑧木津川展」 

・ 木津川管内河川レンジャ

ーとの連携 

・ 河川レンジャーアドバイザ

ーが、河川レンジャーとし

ての知識・経験・技術を継

承する。 

・ 地域に浸透した活動を継

続する。 

【活動場所】 

 木津川流域センター 

【活動内容】 

・ １年間の総括を行い、次年度へ繋がる

よう課題を列挙し、話し合う。 

・ 展示解説を行い、Ｇレンジャーの活動

広報、および、後継者となる人材の発

掘活動。 

３月 

3/5（土） 

「①木津川堤防工事後 植生

調査」 

・ 構成員が主体になり、地域

の人と継続的な活動を行

う。 

【活動場所】 

 木津川左岸河川敷(山城大橋〜近鉄鉄橋) 

【活動内容】 

・ 木津川堤防工事後の植生モニタリング

調査 
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17.2 活動実施における共通事項 

（１）参加対象者 

主に木津川流域に住む子どもたち（小学生は保護者同伴）。 

 

（２）安全対策 

コアメンバーが活動地の下見をし、危険箇所を把握しておく。 

活動時は、参加者に対して危険な場所に関する説明をする。コアメンバーないしスタッフ

は、不測の事態に備え、救急セットを持っておく。 

 

 

（３）広報・募集方法 

活動のちらしを作成し、参加者を募集する。今年度は後継者の募集も同時並行して行う。 

 

（４）協力スタッフ等の人数とその役割 

スタッフの人数は活動によって異なる。見込まれる参加者に対して円滑な運営が行え、か

つ安全対策が行える人数を確保する。詳細は事務局と実施計画で個々に定める。 

 

（５）必要支援内容 

  活動テーマにより具体の内容が異なるため、実施計画作成時に明確化し、山村アドバイザ

ー、事務局と調整の上、整理、要請していく。 

 

（６）Ｇレンジャーが活動において果たす役割 

  活動を企画・準備し、活動実施時には全体を統括する。 

  

 

（７）昨年度の活動体験を踏まえて改善した点 

  活動時は、口頭の説明だけでなく、配布資料や解説用フリップを作成して活用する。 

 

（８）活動を行ううえでの課題等 

  山村アドバイザー、事務局（河川事務所含む）と連絡を密にし、準備・整理しておくこと。 

 

（９）その他 

 

 

■グループ河川レンジャー責任者と構成員 

 氏名 所属等 

責任者 山村武正 やましろ里山の会 

構成員代表 小林慧人 同志社大学理工学部環境システム学科 4 回 

構成員 北野大輔 
滋賀県立大学環境科学部 4 回 

滋賀県立 BASSER’S 代表 

構成員 中栄玲志 
京都学園大学バイオ環境学部 1 回 

さつまいも栽培サークル 
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18.竹じゃかごづくりと設置 ・           平成 27 年 10 月 17 日(土) 
18.1 実施状況 

活 動 名 竹じゃかご製作設置講習会 

活動分野 自然観察、治水 

氏  名 小林 慧人（木津川出張所管内グループ河川レンジャー) 

北野 大輔（木津川出張所管内グループ河川レンジャー) 

山村 武正（河川レンジャーアドバイザー) 

連携等 団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

(団体名：NPO 法人やましろ里山の会、京都大学防災研究所、琵琶湖・淀川流域圏連携交流会、

京の川の恵みを生かす会、京都府) 

活動日時 平成 27 年 10 月 17 日(土)10：00～17：30 

実施場所 木津川玉水橋下流左右岸～上流側右岸にてじゃかご制作～下流側左右岸にて設置 

 
参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 120 名  

 参加者 55 名  

 講師 1 名 竹門 氏（京都大学准教授） 

 

スタッフ 14 名 

山田 信人 （木津川出張所管内河川レンジャー) 

田中 実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

小泉 道夫 （木津川出張所管内河川レンジャー) 

福井 波恵 （河川レンジャーアドバイザー) 

原小組 5 名、田中組 5 名 

 連携団体関係者 19 名 NPO 法人やましろ里山の会、 

 府県・市職員 10 名 亀岡市等 

 淀川河川事務所 20 名  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:00 開始、アドバイザーから開会のコメント 

10:50 レンジャーから当日の進行について説明 

11:00 チームに分かれて指導スタッフの話、じゃかご編み開始 

 15:30 蛇かごのトラック積み込み 

 16:00 蛇かごの台船積み込み、水上搬送実験 

 16:30 くい打ち開始、石受け渡しと詰め 

 17:30 竹門先生の現場講義、終了、解散 

配付資料 

竹じゃかご製作要領、竹じゃかごの設置(レジュメ・パンフ：担当レンジャー作

成)、川からみた風景、びーわいネット(パンフ：琵琶湖・淀川流域圏連携交流会)、

鴨川の天然アユ復活に向けて(パンフ：京の川の恵みを生かす会)、アンケート用

紙 

関係機関からの 

支援内容 

国土交通省木津川出張所・・玉石の提供、竹の利用許可 試行設置容認 

京都大学・・竹門先生の竹蛇籠製作助言等 
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河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

事前研修・静岡県島田市 島田出張所と竹蛇籠製作体験 

竹提供への要請作業  

参加呼びかけの働きかけ 竹伐採・竹割作業 玉石準備と剪定 運びこみ方法の

検討と協力依頼 参加名簿の集約と作製 プログラム編成 各本面への諸連絡 

当 日 

プログラム進行 開会式での諸注意 蛇籠の組み上げ指導 参加者の体調管理 竹

蛇籠の運搬 運びこみ 蛇籠の設置 杭打ち 玉石入れ 蛇籠の渡河のデモ  

成果を評価して解散 

事 後 

二日間の作業で予定 6 か所のうち 5 か所に設置 一カ所の杭打ちとなった。 

三日目の作業として玉石入れを残っていたので、後始末と同時に追加作業実施 こ

の日も含めて田中組さんの強力なボランティアによって、完成への目途がついた。 

参加者からの意見 

とにかくよくできた 

蛇籠の最初の所が難しかった。 

楽しく取り組むことができた  蛇籠を完成できなかったことが残念。 

いい取り組みでした。 

 

 

18.2 活動状況 

  

蛇かご編み全景 竹じゃかご設置のくい打ち 

 

左岸から右岸へ水上搬送実験 
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○木津川管内河川レンジャー連携活動 

19.地域で考えよう防災(和束町防災訓練)          ・平成 27 年 10 月 4 日(日) 
19.1 実施状況 

活 動 名 地域で考えよう！防災（和束町防災訓練）（木津川レンジャー協働活動） 

活動分野 防災 

氏  名 山田 信人 (木津川出張所管内河川レンジャー) 

田中 実知世(木津川出張所管内河川レンジャー) 

小泉 道夫 (木津川出張所管内河川レンジャー) 

福井 波恵  (河川レンジャーアドバイザー) 

連携等 団体との共催・他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：和束町役場） 

活動日時 平成 27 年 10 月 4 日(日) 10:00～12：00 

実施場所 相楽東部広域連合立 和束小学校(京都府相楽郡和束町園神定 57) 

 
参加対象 地域住民、 

団体(地域団体・学校・行政・企業など)（団体名：和束町役場職員、同町消防団） 

参加人数 参加総数 118 名  

 
参加者 100 名 

河川レンジャー展示ブース 70 名、水害体験 70 名 

水防工法体験 40 名  （重複あり） 

 
講師 2 名 

柗永 正光 氏（防災エキスパート） 

北 住太郎 氏（和束町在住(南山城水害体験者)） 

 スタッフ －  

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 10 名 和束町役場（和束町・堀町長ふくむ） 

 淀川河川事務所 5 名 近畿設備㈱ 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

10:00 開始 

 ○河川レンジャーブース展示解説 

 ・南山城地区の水害パネル 

 ・南山城水害体験談 

 ・簡易水防工法 

 ・木津川管内河川レンジャー活動パネル 

 ○水害体験施設（水中歩行、水没ドア体験） 

  ○水防工法体験（土のう作り、積み土のう工） 

 12:00 終了 

配付資料 レンジャーNews 
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関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所：水害体験施設の出動（水中歩行、水没ドア体験） 

：簡易水防工法展示資機材貸与、展示ボード運搬 

・和束町：テント（展示ブース用）、講師謝金（柗永講師）、水害体験施設水提供 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

（和束町） 

・活動実施に向けた依頼・調整 

・防災訓練全般のプログラム作りに向けた検討 

（淀川河川事務所） 

・水害体験施出動に向けた依頼・調整 

・施設設置場所下見・検討 

（河川レンジャー） 

・防災訓練全般のプログラム作りに向けたアドバイス 

・展示内容検討 

・展示物準備 

・運営計画検討 

・講師依頼（柗永氏） 

当 日 

・展示物運搬、設営、撤去 

・展示内容解説 

・安全管理 

・水防工法体験補助 

事 後 
・和束町、淀川河川事務所へ御礼挨拶 

・活動報告とりまとめ 

参加者からの意見 

○和束町役場より「和束町防災訓練に対して多大なご協力をいただき、おかげさ

まで実りある訓練となりました」 

○参加者より「簡易水防工法では自宅にあるもので応急処置的に浸水から自宅を

守れるとわかりました」「28 年災害では和束町も大変でしたが、他の近隣地域

も大変な状況だったのですね」「土嚢づくりの経験が出来て大変良かった。」「消

防団として、土嚢づくりが学べ、とても有意義だった。」 
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19.2 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 簡易水防工法の展示・解説  水害体験施設（水中歩行、水没ドア体験） 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
南山城地区の水害パネル展示と講師による体

験談 
 水防工法体験（土のう作り、積み土のう工） 
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20.城陽市環境フォーラム出展            ・平成 27 年 11 月 21 日(土) 
20.1 実施状況 

活 動 名 第 14 回城陽市環境フォーラム出展 

活動分野 環境保全・広報 

氏  名 山田 信人 (木津川出張所管内河川レンジャー) 

田中 実知世(木津川出張所管内河川レンジャー) 

福井 波恵 (木津川出張所管内河川レンジャーアドバイザー) 

連携等 他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：城陽市・城陽市環境パートナーシップ会議） 

活動日時 平成 27 年 11 月 21 日(土) 11:00～15:00 

実施場所 文化パルク城陽 市民プラザ(京都府城陽市寺田今堀 1 番地) 

 
参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 415 名  

 参加者 400 名  

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 10 名 城陽市環境パートナーシップ会議 

 府県・市職員 4 名 城陽市環境課（城陽市環境パートナーシップ会議事務局） 

 淀川河川事務所 －  

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

11:00 開始 

 【以下の展示について解説】 

 ・木津川の侵略的外来生物(大型パネル)[木津川管内 R] 

・木津川の魚たち(生体展示)[福井 RA] 
  ・木津川とその支流の水質について[山田 R] 

・木津川川ガキ団/親子川の学校の活動成果発表[田中 R] [福井 RA] 

・淀川管内河川レンジャーについて（パネル展示）[木津川管内 R] 

 15:00 終了 

配付資料 古川とその支流の水質汚染について(まとめ)、秋の野鳥観察会チラシ 

関係機関からの 

支援内容 
・淀川河川事務所…展示機材の貸与(水槽、のぼり 他)、掲示用ポスターの印刷 
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河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

・出展に向けた連絡調整 

（城陽市環境パートナーシップ、木津川管内河川レンジャー） 

・展示物準備 

当 日 
・展示物運搬、水槽設置、設営 

・来場者に対する展示内容解説 

事 後 ・展示物片付け、搬出 ・活動報告作成 

参加者からの意見 

【特にアンケートをとってはいないが、以下のような声が寄せられた。】 

○「木津川には、スッポンがいるんですね。お魚も色々いて、すばらしい川です

ね。」 

○「子どもたちの活動がすばらしいです。」(近畿「子どもの水辺」交流会の発表

パネルやプレゼンボードを見て) 

○「城陽を流れる古川の水質調査は、是非続けてください。」「木津川にも特定外

生物がいることが分かった。」 

なお、城陽市で河川レンジャ－が協働連携企画として展示に取り組んだ

のは初めてであり、木津川についての様々な情報提供のみなでなく、河川

レンジャーの存在そのものを知っていただく良い機会ともなった。 

 

20.2 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
木津川の侵略的外来生物(大型パネ

ル) 
 古川とその支流の水質について 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
木津川川ガキ団/親子川の学校の活動

成果発表 
 木津川の魚たち(生体展示) 
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21.木津川沿川活動団体交流会             ・平成 28 年 1 月 31 日(日) 
21.1 実施状況 

活 動 名 木津川沿川活動団体交流会 

活動分野 防災 

氏  名 山田 信人 (木津川出張所管内河川レンジャー) 

田中 実知世(木津川出張所管内河川レンジャー) 

小泉 道夫 (木津川出張所管内河川レンジャー) 

福井 波恵  (河川レンジャーアドバイザー) 

連携等 （協力団体名：NPO 法人やましろ里山の会 ） 

活動日時 平成 28 年 1 月 31 日(日) 13：30～16：50 

実施場所 京田辺市立中央公民館(京都府京田辺市田辺丸山 214) 

 
参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 67 名  

 参加者 57 名  

 
講師 2 名 

中川 一 氏（京都大学防災研究所 教授）、佐藤 昭史氏(淀

川河川事務所工務第 1 課計画係長) 

 スタッフ －  

 連携団体関係者 2 名 やましろ里山の会 

 府県・市職員 2 名 京田辺市、城陽市 

 淀川河川事務所 3 名 管理課、占用調整課、調査課、 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

13:30 開始 

 ・河川レンジャー関係者の紹介、開会の挨拶、活動趣旨説明 

13:40 ○基調講演 

「近年の災害から学ぼう！木津川の防災」（中川講師） 

 15:00 ○活動報告・交流会 

・取り組み報告 

「今、木津川で行われている治水対策は」（淀川河川事務所） 

・活動報告 

「ここは大丈夫？ 私の見た木津川の変化」（福井河川レンジャーアドバイザー） 

 15:50 ○交流会 

 16:45 ○木津川沿川活動団体交流会まとめ「私たちの願い」 

 16:50 終了 

配付資料 

・「近年の災害から学ぼう！木津川の防災」（中川講師） 

・「今、木津川で行われている治水対策は」（淀川河川事務所） 

・「ここは大丈夫？私の見た木津川の変化」（福井河川レンジャーアドバイザー） 

・河川レンジャーNews（No.33） ・次回活動案内「木津川展」 

・アンケート 
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関係機関からの 

支援内容 

・淀川河川事務所：講師派遣（講師、取り組み報告）資料等印刷、会場借用費 

河川レンジャーNews 33 号、封筒の提供、資料等の印刷 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

・実施に向けた企画内容検討、打合せ、プログラム作成  

・講師依頼、調整 

・会場借用と会場下見 

・活動案内作成、アンケート作成 

・報道関係への広報依頼、流域住民団体・有志への参加依頼、 

・報道関係の事前取材への対応（福井 RA） 

・報道による反響の分析と、当日運営手順の検討 

・木津川管内河川レンジャー運営会議委員等への案内 

・活動報告作成のため木津川危険個所の調査と撮影 

・活動報告パワーポイント作成 

当 日 

・会場準備、展示物の掲示 

・当日の運営(司会・受付・挨拶・マイク担当・記録・機器類の運用など) 

・TV 取材の受け入れ   ・後片付け 

事 後 

・講師への御礼挨拶 

・参加者名簿の整理、アンケートまとめ作成 

・基調講演を中心にしたまとめ作成 

・活動報告とりまとめ 

・福井 RA、農地崩壊と堤防の安全に関する活動報告の反響が大きく、地権者、耕

作者、地元、報道関係対応、河川事務所との対応、等の聞き取りや発信を続ける。 

・質疑で出た「橋本の楠問題」を含め、木津川展(2/27～3/6)での展示に向け、扱

い方などを協議、調整。 

参加者からの意見 

基調講演に対して、整理 

・わかり易く、理解できた、参考になった 等が多数 

 地球環境の木津川、河川整備率、治水目標、水系、今後の雨量 

 行政と住民の役割、地域の取り組み、行政と住民の意識の差 情報の差、 

 訓練の必要性 

・沿川住民の立場と研究者の立場をかけ合わせた視点が良かった。 

佐藤氏活動報告に対して、整理抜粋 

・分かりやすいレジメで良かった。国も大変頑張ってもらっています。 

・堤防の役割、構造についてよくわかった。（同様意見、複数） 

・川について関心を持つきっかけになった。（同様意見、複数） 

・河川整備計画に基づいて年度レベルの改善取組よく理解しました。 

破堤が発生しないよう、緊急対応が必要な所があれば細やかな対策・対応 

をお願いします。（同様意見、複数）  

・魚がすみ、人も安全に過ごせる川にも気をかけてほしい。 

・もう少し具体的事例も知りたかった。 

・越水、浸水、洗掘の内容がよくわかりました。地域の川(鳴子川)への要

望に取り入れていきたい。 

・中川先生の講演と較べると「お役所の立場」があぶりだされるという意

味で有意義であった。住民や河川レンジャーがどのように付き合ってゆく

べきかの参考になる。 

福井 RA の活動報告について 抜粋 

・時間と労力のかかった経過観察でした。こういう人がいる事は地域の力

です。 

・初めて聞く話でとても興味深かった。地道な活動に地域や川への愛情が

よくわかった。参加者の皆さんも!  

・それぞれの個所を長期的に見る事で行政の盲点を補う素晴らしい視点が

提供された。今後河川の専門家とのタイアップで飛躍を期待できそう。 

・八幡市の河川敷茶園でも、浸食の例がある。 

・他の地域での浸食に対するレンジャーの取り組みは？ 

今後の活動参加希望 最上位 

・河川の美化活動、防災減災 
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20.2 活動状況 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

基調講演 

「近年の災害から学ぼう！木津川の防災」 

（中川講師） 

 

取り組み報告 

「今、木津川で行われている治水対策は」 

（淀川河川事務所） 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
活動報告 

「ここは大丈夫？ 私の見た木津川の変化」 

（福井河川レンジャーアドバイザー） 
 交流会での質疑応答 
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22.木津川マラソンと展示               ・平成 27 年 2 月 7 日(日) 
21.1 実施状況 

活 動 名 第 33 回木津川マラソンとレンジャーブース展示 

活動分野 広報、自然観察、防災 

氏  名 山田 信人 （木津川出張所管内河川レンジャー) 

田中 実知世（木津川出張所管内河川レンジャー) 

小泉 道夫 （木津川出張所管内河川レンジャー) 

山村 武正 （河川レンジャーアドバイザー) 

福井 波恵 （河川レンジャーアドバイザー) 

連携等 木津川マラソン実行委員会、やましろ里山の会 

活動日時 平成 27 年 2 月 7 日(日)9：30～15：00 

実施場所 京田辺市草内木津川運動公園～木津川堤防 

(大会事務局作成マップを転載) 

参加対象 地域住民・木津川マラソン参加者 

参加人数 参加総数 4595 名 (大会参加者4395名＜エントリー5300名＞スタッフ約200

名) 

 参加者 150 名 ブース訪問者大人 100 名、子ども 50 名 

 講師 － (各レンジャーおよびレンジャーアドバイザー) 

 スタッフ －  

 連携団体関係者 1 名 菊池 宗臣氏(やましろ里山の会) 

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 1 名 淀川河川事務所 1名 

 河川レンジャー運営事務局 1 名  

スケジュ

ール 

9:30 開始、大会実行委員長山村氏の開会あいさつ、レンジャーブース来場者に説明開

始 

10:00 男子フルマラソンスタート、 

10:50 参加者の水槽観察とレンジャーの展示説明 

 12:00 マラソン表彰開始 

 13:30 広島土砂災害被害者の体験談 

 14:15 男子フルマラソン表彰式 

 15:00 終了、解散 

配付資料 
大会進行スケジュール、大会施設マップ(レジュメ：大会事務局)、河川レンジャ

ーNews、アンケート用紙、告知チラシ(レジュメ：担当レンジャー) 

関係機関からの 

支援内容 

淀川河川事務所：航空写真パネル貸与、ポスター・チラシ印刷、レンジャーＮｅ

ｗｓ準備 木津川マラソン実行委員会：テントブース一式提供 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 展示物準備・前日搬入 

当 日 
展示説明（ここは大丈夫？私の見た木津川の変化、木津川一斉水ウォッチング、

竹蛇籠つくり、木津川の魚たち、スッポン生体展示、木津川展のＰＲ 

事 後 撤収、報告書作成 
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参加者からの意見 

「木津川で河岸崩壊があることを知ってビックリした。堤防を守らないといけな

い」「木津川にスッポンがいるんですか！？知りませんでした」 

木津川マラソンメイン会場でのレンジャーブース展示という事もあり、マラソン

参加者など普段のレンジャー活動参加者とは違う層が多数来場したため、河川レ

ンジャーを効果的に広報することができた。 

 

22.2 活動状況 

  
淀川河川事務所所長の開会あいさつ 来場者家族への生きもの解説 

  
男子フルマラソン表彰式 レンジャーによる展示説明 
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○淀川管内河川レンジャー連携活動 

23.京都環境フェスティバル 2015       ・平成 27 年 12 月 12 日(土)～13(日) 
23.1 実施状況 

活 動 名 京都環境フェスティバル 2015 

活動分野 広報 

氏  名 池宮河川レンジャー・川嶋河川レンジャー・出来河川レンジャー・原河川レンジャー 

東 河川レンジャー・松方河川レンジャー・中村河川レンジャー・山田河川レンジャー 

田中河川レンジャー 

仁枝河川レンジャーアドバイザー、福井河川レンジャーアドバイザー（管内全域） 

連携等 他団体の活動(行事)への出展等 

（団体名：京都府、京と地球の共生府民会議、京都府地球温暖化防止活動推進センター） 

活動日時 平成 27 年 12 月 12 日(土)、13 日(日) 10:00～16:00 

実施場所 京都府総合見本市会館（京都パルスプラザ） 

〒612-8450 京都府京都市伏見区竹田鳥羽殿町５ 

参加対象 地域住民 

参加人数 参加総数 774 名  

 参加者 767 名 1 日目 352 名、2日目 415 名 

 講師 －  

 スタッフ －  

 連携団体関係者 －  

 府県・市職員 －  

 淀川河川事務所 3 名 淀川河川事務所
 

 河川レンジャー運営事務局 4 名  

スケジュ

ール 

10:00 開始 

 ●環境ゾーン 

・京都府域三川（宇治川･木津川･桂川）に生息する水生生物の展示･解説 

・自然材を使った工作体験の指導（ヨシ笛） 

  ●防災ゾーン 

・平成の水害パネル展示・解説（平成 25 年台風 18 号時の航空写真パネル） 

  ・簡易水防工法の展示・解説 

  ●河川レンジャーに関するパネル展示･解説 

 16:00 終了 

配付資料 
・「第 8回桂川流域クリーン大作戦」パンフレット 

・実施予定の河川レンジャー活動案内 

関係機関からの 

支援内容 
・淀川河川事務所･･･出展備品等一式の貸与、運搬 

河川レン

ジャーの

活動内容 

準 備 

・出展に向けた企画会議の開催 

・出展に向けた申請等各種調整 

・出展ブース設営作業（12 月 11 日(金)） 

当 日 

■当日運営のスタッフ打合せ 

■ブース運営 

・京都府域三川（宇治川･木津川･桂川）に生息する水生生物の展示･解説 

・自然材を使った工作体験の指導（ヨシ笛） 

・平成の水害パネル展示・解説（平成 25 年台風 18 号時の航空写真パネル） 

・簡易水防工法の展示・解説 

・河川レンジャーに関するパネル展示･解説 

・水生生物展示水槽の水換え 

・出展ブースの撤収作業 

以上を河川レンジャー、河川事務所、河川レンジャー事務局で実施 

事 後 ・報告書の作成 
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参加者からの意見 

【京都府域三川（宇治川･木津川･桂川）に生息する水生生物の展示】 

・川にまだこんなに種類の魚がいるとは知らなかった。昔より川が汚れて、 

・魚は減っていると思っていた。 

・子供の頃魚とりをしたのが懐かしく思い出した。 

【自然材を使った工作体験】 

・「ヨシ」についてどのような植物か勉強になった。（葦簀、水質浄化、雅楽

の楽器の一部になるなど） 

・難しかったけど楽しかった。 

・鵜殿や向島以外にもヨシは淀川で生息しているのか。 

【淀川の水害航空写真パネル】 

・平成 25年の台風 18号はすごかった。思い出す。 

・今年も鬼怒川の被害があり、雨の降り方が急で怖い。 

【簡易水防工法の紹介】 
・家庭にあるものでの工夫、勉強になった。 

【河川レンジャーに関するパネル展示・解説】 

・河川レンジャーのことをはじめて知りました。 

・行政が地域の方と一緒になってこんな取り組みをしているとは知らなかっ

た。 

・「河川レンジャー」と耳にしたことはあったが、活動の情報を知る方法が判

らなかった。知るにはどうしたらいいですか？ 

・魚とりなどの自然観察の活動に子供と参加してみたい。 

 



 

58 

 

 

23.2 活動状況 

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 出展ブース全景  
京都府域三川（宇治川･木津川･桂川）に生息する

水生生物の展示･解説 

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 自然材を使った工作体験の指導（ヨシ笛）  平成の水害パネル展示・解説 

 

 



 

 

 

 


